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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月17日(2016.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　この場合、スレーブである表示システム５Ｃに表示されている投写画像Ｐ３は消去され
るが、投写画像Ｐ３にペン等による書き込みを含む場合、投写画像Ｐ３の画像データは表
示システム５Ｃに復元可能に記憶されても良い。
　尚、図６（ｄ）では、表示システム５Ａがマスターになった場合を例示しているが、表
示システム５Ｃがマスターになった場合は、投写画像Ｐ１に代わって投写画像Ｐ３が拡大
表示される対象となる。
　また、本実施形態１では、接触している表示システム５が所定の距離を越えて離間した
場合、主従関係はリセットされて拡大表示モードは解除され、分割表示は終了する。それ
ぞれの表示システム５は接触前に表示していた表示態様に戻る。
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